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　　　　　　 残虐行為 は ど の よ うな人 が 行 うの か ？
一
ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で の 暴力に 関す るイ ン タ

ー
ネ ッ ト上の ア ン ケ

ー
ト調査一

相澤 優美

1 ．序論

本研 究の 目的は 、 次の 3 つ の 問 い を探 求す る こ とに あ る 。 問 1 ） 日本 におい て 、ア ウシ

ュ ヴィ ッ ツ で どの よ うな行為が行われ て い たか 、どの 程度認識 され て い る の か 。 問 2 ）ア

ウシ ュ ヴィ ッ ツ で行 われ て い た残虐行為 を 自分がす る可能性 が あ ると、ど の 程度の 人 が考

えて い る か。問 3 ） 日本で ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ の よ うな出来事 が起 こ る と、どの 程度 の 人 が

考えて い る か 。 これ らに つ い て 、 ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し ， そ の 結果を分析 ・考 察する 。

2 ．調 査 概 要

イ ン ターネ ッ ト上 にア ン ケー トペ ージ を作成 し、ア ン ケー ト調査 を実施 した。ア ン ケー

トペ ージへ は ソ
ー

シ ャ ル ネ ッ トワ
ー

キ ン グサイ ト 「mixi 」、「桶川 子 育て と教育を語 る会」

ホーム ペ ージ、twitter 他 、数箇所 か ら リン ク し、回答者の 幅を広 げた。ま た 、携帯電話

か らの 回答も可 能 に し
、

二 重回 答 （今回 は 同 じ端末か らの 回答 を二 重 回答 と認識す る）は

無効 とした 。

調査項 目は 「性別 」、
「年齢 （〜10 才／11 才〜20 才／21 才〜30 才／31 才〜40 才／41 才〜50

才／50 才〜か ら
一

つ を選択）」、「どれ が ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で 行わ れ て い た もの だ と思 い ま

す か。 （以後 Q1） （L 過酷 な労働／ 2 ．人体実験 ／3 ．ガ ス 殺 ／4 ．銃 殺 ／5 ．絞 首 ／6 ．毒

殺／ 7 ．安楽死 ／ 8 ．十分 な栄養 を与え ない ／ 9 ．衛 生管理 の 放 棄か ら複数選択）」、「Q1 で

回 答 した よ うな こ とを 自分でやれ る と思 い ます か
。 （以後 Q2）（やれ る／や れな い か ら選

択）」、
「日本で ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ の よ うな出来事が 起 こ る と思 い ますか 。 （以後 Q3） （思 う

／思 わない か ら選択）」。

ア ン ケー ト回答者 は 日本国 内職種不問 の 全年代 の 男女計 231 名 （男性 101 名 、女性 130

名）。 10 歳未 満か ら 50 歳以上 にわた る広 い 年齢層 か らの 回答 を得 た。

なお質問項 目の ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で行 われ て い た こ とにつ い て はテ ィ ル ・バ ス テ ィ ア ン

（1995）、ヴィ ク ト
ー

ル ・E ・フ ラ ン ク ル （2002）、 グイ ド・ク ノ ッ プ （2001）、 トラ ウデ ル ・

ユ ン ゲ （2004） を もとに した 。

3 ．本研 究の 意義

本研究の 先行研究 として 、ミル グラ ム 実験があげ られ る 。 ミル グラ ム 実験の 概要 につ い

て は ロ ー レ ン ・ス レ イ タ
ー

（2005）を参照 した。 ミル グラ ム 実験は、「ア イ ヒ マ ン とそ の

他虐殺に加 わ っ た人 達は 、 単に 上 の 指示 に従っ た だ けなの か ど うか 」 とい う質問に 答え る

た め に行われ た実験で あ る 。 ナ チ ス ・ドイ ツ の ユ ダヤ 人虐殺 の 責任者 で ある ア ドル フ ・ア

イ ヒ マ ン の 裁判の 翌年で ある 1961 年に行われ た ア メ リカ ・イ ェ
ール 大学 心理学 専攻の 学

生 へ の 実験 に よ っ て 、閉鎖的な環境下 にお ける 、 権威者の 指示 に従 う入 間の 心 理 状況 を調

査 した もの で ある。こ の 実験結果予想ア ン ケ
ー

トで は 、全員 が 「最悪の 状況 に なる ま で指

示 に 従 うもの は ご くわず かだ ろ うj と回答 した が 、結果 と し て は 、62．5％の 被験者が 最悪

の 状況 まで指示 に従 っ た の で あ る 。
こ の こ とか ら、ドイ ツ 軍兵士 が 特別 に嗜虐的あるい は

狂気 的な人間で はなか っ た こ とが証 明 され、条件が整え ば誰で も残虐行為を行 う可能性が

あ る こ とが示唆 され た。

　 「残虐行為 は どの よ うな人 が行 うの か 」 とい う問い に関 して 、 ミル グ ラム実験 で は 「ど
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の よ うな人で も行 う可能性が ある」 と示 され た。 しか し、本研究で は、ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ

で の 出来事に 関 して 、 さ らに調査する と ともに 、それ らを 自分 がやれ る と思 うか とい う問

い を重 ね る こ とに よ り、自分 自身が 行為の 主体 に な る可能性 を回 答者に 示 そ うと した 。 さ

らに ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で の 出来事 と 731 部隊の 事件に つ い て 照合 し、その 共通性 につ い て

も言 及 し た
。

ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で の 出来事 と 731 部 隊 の 事件 に つ い て は 、 青木冨美子

（2007）、上坂冬子 （1982）を参照 した 。

また本研究の 調査 で は 、 匿名性 の 高 い イ ン ターネ ッ ト上 に ア ンケ
ー

トを設置す るこ とに

よ り、職業 ・学歴 を問 わず幅広い 年代の 人か らの 回答を得 るこ とが で きた。イ ン ターネ ッ

トの 普及 とともに 、そ の 匿名性 にたい し て 、しば しば問題 が 指摘 され る こ とが多い が 、 イ

ン ターネ ッ トに よ る情報収集の 有効性 を示 す調査 とな っ た 。

4 ．調査 結果

　回答者 231名中、男性 101名、女性 130名。回答者 の 年齢層割 合 に つ い て は 図 1参照。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図 1 ： 回 答者情報詳細）
Q1 「どれが ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で行 われ て い た もの だ と思い ます か」 とい う設問 で は 、 日

本 に おけ る ア ウシ ュ ヴィ ソ ツ で の 出来事 に対す る認知度 に っ い て調 べ るた め 、 確実に行わ

れ て い た と され る行為 9 項 目か ら、「行われて い た と思 うも の 」 を選択させ た。
選 択す る 9 項 目の 行為に つ い て は 2010 年時点で 、行 わ れ て い た こ とが確 実だ と判断 され

た もの で あるため、あえて言 えば この 9 項 目すべ て を選択 し て 「正 解」 となる。Q1 の 回

答率 は以下 の 通 りで ある （図 2 参照）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図 2 ： Ql回答率）
Q1 に対す る 回答で は 、 回答の 多か っ た もの （回答率 60％以上）は 「過酷な労働 （87％〉」、
「ガ ス 殺 （91％）」、「銃殺 （78％）」、
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「衛
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「安 楽死 （26％）」 で あ っ た。

Q2 「Q1 で回答 したよ うな こ とを 自分でやれ る と思い ますか 」 に つ い て は 、「やれ ない 」

とい う回答がほ とん どで あっ た （図 3 参照）。

（図 3 ；Q2回答率）

また Q2 の 回答に つ い て 、回答者は、「こ ん なこ とが 出来る はず が ない 」、
「日本人 で は 無

理だ と思 う」 な ど、 そ の よ うに理 由を述 べ て い る 。

同時に 、 Q3 「日本で ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ の よ うな出来事が起 こ る と思い ます か ？ 1 の と

い う設問 に対 して も 、
「思 わない 」 と い う回答が全 体の 7 割を 占め た （図 4 参照）。

Qき回答率
1』

男性 丁 汝性 ： 全体

、：

思 う， 27％ 32％ 30％

思わない 73％ 68％ 70％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図 4 ： Q3 回 答率）

Q3の 回答 につ い て 、 回答者 の うち 「思 わな い 」 と回答 した人間の 多くが、「思わない 、

とい うよ りも思い た くない 」 とい う理 由で 「思わない 」 を選択 して い る 。

前述 の 通 り、Q1 で は項 目の す べ て を選択 して は じめて 「正解」 とな る 。 ア ン ケー トの 結

果 を見 る と、 回 答者 231人 中、す べ て の項 目を選 択 した の は 52 名、全体の 22％だ けだ っ

た 。 こ の こ とか ら、日本国 内にお け るア ウシ ュ ヴィ ッ ツ
ー ある い は ホ ロ コ

ー
ス トへ の 関

心や認 知度の 低 さが うか が え る。

Q1の 回答に おい て 認 知度の 低か っ た項 目は 、 先に あげた認知度の 高い 項 目に比 べ れ ば映

像資料 が少 ない が 、絞 首は 現 代 日本の 死 刑 に 用い られ る手 法で あ り、安楽死 に つ い て は現

在 も尊厳死 問題 と して争われ て い る事象で あ る 。 人体実験に つ い て も 、 日本に も事例が あ

っ た こ と （第 731部隊 、 九州 大学生体解剖 事件な ど）で あ り 、 そ の 日本の 事例に 関する書

籍が刊行 され 、今で も資料 （書類） も発 見 され て い る。

ま た、それ ら の 行為 に対 し て 「こ ん なこ とが 出来 るはずが ない 」 「日本 人には 無理だ と思

う」 な どの 理 由で Q2の 回答 を 「やれない 」 に して い る回 答者 の 動 向か ら、 これは ア ウシ

ュ ヴィ ッ ツ
、 ひ い て は ホ ロ コ

ー
ス トで 行われ た行為に つ い て 、 少 な くとも回答者は 「自分

達とは違 う特殊 な人 間がや っ た」 とい う感覚 を持 っ て い るの で はない か とい う推測 をす る

こ とが 可能 で あ る。

Q3 の 「思わない 」 とい う回答の 理 由 として あげ られ た、「思わない 、とい うよ りも思い

た くない 」 とい う回答 者の 声 に 、 提 示 された可 能性 を忌避す る意識 を見 て とる こ とが 出来

る 。

5 ． 結論

日本にお け るア ウシ ュ ヴィ ッ ツで の 残虐行為の 認 知度は 、 その 行為に よ っ て か な り違い

があ る 。 そ して 、実は 日本で もか つ て行わ れて い た り、今で も行わ れて い る行 為な ど、言

っ て みれ ば 「身近」 な項 目ほ ど認 知度が低 か っ た。また 、ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で 行われて い

た残虐行為 につ い て 、それ を自分 が行 う可能性 があ る こ とへ の 認識 は 、非常に 低 い もの で

あ っ た 。 さ らに 、 日本で ア ウ シ ュ ヴィ ッ ツ の よ うな 出来事が起 こ るか ど うか と い う問い に

対 し て も、その 可能性 を否 定す る回答 が 多か っ た 。

以上 3 つ の 質問 へ の 回答 か ら、 日本に住 む人の 意識 と して 、こ うした 多くの 残虐行 為は

あ くまで も 「自分 た ちとは 違 う」特殊 な人 問 （性癖 、嗜好 な ど）が行 うもの で あ り 、 自分

たちで は行 い 得 ない 、ある い は行 うこ とな どない とす る傾 向が見 られ る 。 他 方 、 ミル グラ

ム 実験で は 、ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ で 行わ れ た よ うな残 虐行為は 条件が 整 えば誰に で も行 う可

能性 が あ る こ とが 、す で に証 明 され て お り、こ うした 「自分た ち とは違 う人 間がや っ た 」
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と思お うとする傾 向は 、「自分た ち とは違 う世界 （社会）の 出来事 で ある」 とす るこ とに

よ っ て 、 示 された 可能性 を忌避 ・否定 しよ うとす る意識 だ と言え る 。

こ の 研究 の 結果 か ら、 自分 自身 が残虐行為を行 う可 能性の 自覚を行 うと ともに 、暴力を

振 るわない 主体 と して 自分を確立するに は何を した ら よ い の か 、その た め の 方策の 探究 を

すす め る こ とを、今後の 課題 とす る。
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